
特 集

市 議 会

今回は、はつらつセンター（地域包
括支援センター）のケアマネジャー
の皆さんにお集まりいただき、ケア
マネジャーになったきっかけや、や
りがいなどについてお話を伺いました。

〈
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？
〉

■
私
た
ち
は
主
任
介
護
支
援
専
門
員
な
の
で
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
と
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す　
■
介
護
予
防
計
画

書
と
い
い
ま
し
て
、
要
支
援
１
と
要
支
援
２
の
方
の

プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す　
■
基
本
的
に
は
65
歳
以

上
の
方
の
総
合
相
談
の
窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す　

■
市
民
の
方
か
ら
受
け
た
相
談
を
適
切
な
機
関
に
つ

な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
な

〈
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？
〉

■
介
護
保
険
が
始
ま
る
時
期
に
、
こ
れ
か
ら
介
護
は

社
会
で
や
る
ん
だ
と
夢
を
描
き
、
希
望
に
満
ち
た
資

格
取
得
で
し
た　
■
在
宅
で
そ
の
人
ら
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
な
プ
ラ
ン
を
一
緒
に
考
え
る
仕
事
に
惹

か
れ
て　
■
出
産
の
後
、
介
護
施
設
に
再
就
職
し
た

け
れ
ど
、
子
ど
も
が
い
る
の
で
、
夜
勤
の
な
い
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
り
ま
し
た　
■
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
い
う
新
し
い
資
格
が
で
き
る
と
い
う
こ
と

で
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
か
な
と
思
っ
て

〈
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
や
り
が
い
は
？
〉

■
高
齢
者
の
方
た
ち
の
人
生
を
追
体
験
し
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
ま

す　
■
利
用
者
と
事
業
所
を
つ
な
ぐ
よ
う
な
仕
事

で
、
チ
ー
ム
で
支
え
る
と
い
う
の
が
や
り
が
い
で
す　

■
相
談
し
て
良
か
っ
た
と
笑
顔
が
見
れ
た
り
、
相
談

者
が
穏
や
か
な
表
情
に
な
る
と
自
分
の
や
っ
た
仕
事

が
合
っ
て
い
た
の
か
な
と
思
い
ま
す　
■
自
分
の
人

高
齢
者
の
方
た
ち
の
人
生
を
追
体
験
し
て
い
る
よ
う
な

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
自
分
の
糧
に
な
っ
て
い
ま
す

はつらつセンターの
ケアマネジャー

生
だ
け
で
は
体
験
し
得
な
い
こ
と
も
聞
け
て
、
人
生

の
幅
が
広
が
る
よ
う
な
、
自
分
の
価
値
観
だ
け
で
判

断
し
ち
ゃ
い
け
な
い
な
と

〈
こ
れ
か
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
目
指
す
人
に
届
け

た
い
言
葉
は
あ
り
ま
す
か
？
〉

■
い
ろ
い
ろ
な
人
生
の
先
輩
と
関
わ
れ
る
本
当
に
魅

力
あ
る
仕
事
で
す　
■
頭
を
使
う
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
あ
と
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い
い
ま
す
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
調
整
し
や
す
い
で
す　
■
知
識
を
得
れ
ば
得
る
ほ

ど
、
自
分
に
ブ
ラ
ン
ド
価
値
が
つ
い
て
い
き
ま
す　

■
自
分
で
仕
事
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
の
で
、
女

性
や
子
育
て
し
て
い
る
方
に
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な

〈
市
議
会
や
市
に
期
待
す
る
こ
と
は
？
〉

■
市
独
自
で
報
酬
の
上
乗
せ
が
で
き
れ
ば
、
も
う
少

し
や
り
手
が
集
ま
る
か
な　
■
歩
道
に
ベ
ン
チ
と
か

木
陰
が
あ
る
と
い
い
な　
■
も
っ
と
多
く
の
議
員
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な

参加者の自由で活発な発言を促す観点から、氏名等の掲載は控えています。
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〈 

議
案
第
1
号 

〉　
令
和
６
年
度
あ
き
る
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数
が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
歳
入
が

3
8
4
5
万
円
、
返
礼
品
に
係
る
経
費
と
し
て
、
歳
出
が
1
8
4
6

万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
と
な
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
補
正
予
算
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全
て
の
議
案
等
の
内
容
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
回
臨
時
会
議　

1
月
17
日

３
月
定
例
会
議　

会
議
期
間
36
日
間 

2
月
20
日
～
3
月
27
日

今号では
この中から
6つを

第1回臨時会議の議案は

　市長提出議案……… 1件

３月定例会議の議案は

　諮問………………… 1件
　市長提出議案………28件
　陳情………………… 1件
　議員提出議案……… ２件
　委員会提出議案…… ２件
　動議………………… １件

３
月
定
例
会
議

第
１
回
臨
時
会
議

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

議
案
審
議

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
寄
附
総
額
と
事
業

経
費
の
見
込
み
は
。

個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

の
総
額
は
1
億
１
２
３
５
万
1
千

円
の
見
込
み
。
ま
た
、
事
業
経
費

は
人
件
費
を
含
め
て
約
5
千
6
百

万
円
と
な
る
。

寄
附
額
が
大
き
く
伸
び
た
理
由
を

ど
の
よ
う
分
析
す
る
か
。

返
礼
品
の
品
目
数
を
令
和
５
年
度

末
時
点
の
73
品
目
か
ら
現
在
は

2
５
２
品
目
ま
で
増
や
し
た
こ
と
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
現
地
決

済
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
導
入
し
、

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、
ゴ
ル
フ
場

で
の
利
用
が
大
き
く
伸
び
て
い
る

こ
と
が
主
な
要
因
と
考
え
る
。

今
後
の
市
の
方
針
は
。

他
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
え

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
返

礼
品
数
を
増
や
す
な
ど
の
更
な
る

取
組
が
必
要
。
ま
た
、
地
域
産
業

の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
多
く
の

事
業
者
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
声
掛
け
を
し
な
が
ら
、
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
議
会
議
員
の
報
酬
額
を
引
き
上
げ

ま
す
。

〈 

議
案
第
3
号 

〉　 

あ
き
る
野
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

〈 

議
案
第
4
号 

〉　
あ
き
る
野
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
地
域
手
当
を
10
％
か
ら
16
％
に
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
と

と
も
に
、
配
偶
者
及
び
子
に
係
る
扶
養
手
当
な
ど
を
改
定
し
ま
す
。

市
議
会
議
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
、
議
長
は
51
万
円
か
ら
53
万
円

に
、
副
議
長
は
45
万
6
千
円
か
ら
47
万
4
千
円
に
、
常
任
委
員
長
及

び
議
会
運
営
委
員
長
は
44
万
1
千
円
か
ら
45
万
9
千
円
に
、
そ
の
他

の
議
員
は
43
万
3
千
円
か
ら
45
万
円
に
引
き
上
げ
ま
す
。

地
域
手
当
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

都
内
26
市
の
状
況
は
。

他
市
で
も
３
月
議
会
で
審
議
中
の

た
め
、見
通
し
の
集
計
に
な
る
が
、

令
和
７
年
度
中
は
経
過
措
置
の
年

度
で
あ
り
、
国
基
準
と
同
様
の
割

合
で
支
給
す
る
予
定
の
市
が
本
市

も
含
め
16
市
、
国
基
準
を
上
回
る

割
合
で
支
給
す
る
予
定
の
市
が
９

市
、
国
基
準
を
下
回
る
割
合
で
支

給
す
る
予
定
の
市
が
１
市
で
あ
る

と
把
握
し
て
い
る
。

議
員
自
身
が
報
酬
額
に
関
す
る
意

見
を
述
べ
る
こ
と
は
控
え
る
べ
き

だ
と
考
え
て
お
り
、
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
に
よ
る
第
三
者
の
目
線

で
の
適
正
な
報
酬
額
の
決
定
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。
報
酬
額
の
引

上
げ
や
引
下
げ
に
つ
い
て
は
、
審

議
会
の
判
断
に
従
う
べ
き
で
あ

り
、
今
後
も
定
期
的
に
審
議
会
を

開
き
、
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ

い
た
議
論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
、
賛
成
す
る
。

民
間
の
収
入
も
ほ
と
ん
ど
上
が
っ

て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
、
議
員

報
酬
が
市
民
か
ら
の
税
金
で
あ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
賛
成
で
き
な

意　
見

意　
見

職
員
組
合
と
の
事
務
折
衝
に
お
い

て
出
さ
れ
た
意
見
は
。

今
回
の
改
定
内
容
は
、
扶
養
手
当

総
額
と
し
て
は
引
上
げ
の
改
定
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
地
域
手
当
に

つ
い
て
も
国
基
準
に
合
わ
せ
た
引

上
げ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
意

見
は
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

い
。
ま
た
、
報
酬
額
引
上
げ
に
際

し
て
、
定
数
を
検
討
す
べ
き
と
い

う
附
帯
意
見
も
あ
る
た
め
、
単
純

に
議
員
の
働
き
が
評
価
さ
れ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
い
、
反
対

す
る
。

職
員
の
手
当
を
改
定
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

05 ギカイの時間 ギカイの時間 04 



被
保
険
者
数
の
減
少
や
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
の
影
響
な
ど
に
よ

る
保
険
税
収
入
の
減
少
に
よ
り
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
保

険
税
を
平
均
で

8.9
％
引
き
上
げ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
の

主
な
意
見
は
。

被
保
険
者
の
減
少
に
伴
い
減
収
が

見
込
ま
れ
る
中
、
税
率
の
引
上
げ

は
や
む
を
得
な
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
一
方
、
年
金
生
活
者
な
ど

の
負
担
が
増
え
、
生
活
を
圧
迫
す

る
た
め
、
厳
し
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
結
論
と
し
て
は
、
税
率

引
上
げ
の
改
正
は
や
む
を
得
な
い

が
、
制
度
上
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
や
東
京
都
へ
の
要
望
活

動
を
し
っ
か
り
行
う
べ
き
と
の
意

見
も
添
え
ら
れ
た
。

ど
の
よ
う
に
国
や
都
へ
要
望
し
て

い
る
の
か
。

国
に
は
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化

や
国
庫
負
担
割
合
の
引
上
げ
を
、

都
に
は
国
へ
の
働
き
掛
け
と
独
自

の
財
政
支
援
を
、
そ
れ
ぞ
れ
市
長

会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈 
議
案
第
11
号 

〉　
あ
き
る
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

歳
入
は
保
留
地
の
販
売
実
績
が
見
込
み
を
下
回
る
こ
と
、
歳
出
は
ガ

ス
工
事
負
担
金
の
市
負
担
金
が
不
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
減
額
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
期
間
の
延
伸
に
伴
い
事
業
推
進
業
務

委
託
費
の
限
度
額
を
増
加
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
順
調
で
あ
っ
た
保
留
地

の
売
却
が
不
調
に
な
っ
た
理
由
は
。

ま
た
今
後
の
対
応
は
。

主
な
要
因
と
し
て
は
、
面
積
が
広

く
価
格
の
高
い
画
地
が
多
か
っ
た

こ
と
、
販
売
時
期
が
慌
た
だ
し
い

年
末
年
始
後
の
１
月
で
あ
っ
た
こ

と
、
地
権
者
が
所
有
画
地
の
販
売

を
始
め
競
合
物
件
が
出
た
こ
と
、

住
宅
ロ
ー
ン
金
利
上
昇
の
報
道
に

よ
り
購
入
意
欲
が
低
下
し
た
こ
と

な
ど
が
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。

今
後
は
、
課
題
に
即
し
た
対
応
を

検
討
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

残
り
の
24
画
地
を
完
売
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

株
式
会
社
オ
オ
バ
と
の
事
業
推
進

業
務
委
託
の
債
務
負
担
上
限
額
は

12
億
5
千
万
円
だ
っ
た
が
、
ト
ー

タ
ル
で
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

総
額
で
15
億
４
０
１
１
万
6
千
円

と
な
る
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

〈 

議
案
第
20
号 

〉　 

令
和
６
年
度
あ
き
る
野
市
秋
多
都
市
計
画
事
業
武
蔵
引
田
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

土
地
区
画
整
理
事
業
の
歳
入
歳
出
予
算

等
を
見
直
し
ま
す
。

〈 

議
員
提
出
議
案
第
7
―
1
号 

〉　
あ
き
る
野
市
公
共
交
通
に
関
す
る
条
例

あ
き
る
野
市
に
お
け
る
公
共
交
通
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
、

公
共
交
通
の
利
用
を
総
合
的
に
促
進
す
る
た
め
の
条
例
を
制
定
し

ま
す
。

公
共
交
通
等
調
査
特
別
委
員
会
で

は
、多
く
の
議
論
が
行
わ
れ
た
が
、

意
見
が
ま
と
ま
ら
な
い
中
、
持
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
推
進
が

急
務
で
あ
る
た
め
、
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
議
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

は
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
だ
と
感
じ
、

賛
成
す
る
。

第
5
条
第
3
項
は
、
言
わ
ば
公
共

交
通
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

無
批
判
な
ま
ま
、
議
会
に
一
定
の

参
加
義
務
を
課
し
て
お
り
、
明
ら

か
に
議
会
基
本
条
例
に
反
す
る
。

特
別
委
員
会
で
も
う
一
度
提
案

し
、
議
論
を
し
て
決
め
て
い
く
問

題
だ
っ
た
と
思
い
反
対
す
る
。

意　
見

意　
見

あ
き
る
野
市
公
共
交
通
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
ま
す
。

こ
ん
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

議案等
番号 件　名 議決

結果

自由民主党
志清会

（11人）
※

公明党
（3 人）

日本共産党
あきる野
市議団

（3 人）

明るい未来
を創る会
（2 人）

くさしぎ
（1 人）

リメンバー
（1 人）

議案  １ 令和６年度あきる野市一般会計補正予算
（第 7 号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案  ３ あきる野市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○

（１人退席） ○ × ○ × ×

議案  ４ あきる野市職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 １１ あきる野市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例 可決 ○ ○ × ○ × ○

議案 20
令和６年度あきる野市秋多都市計画事業武蔵
引田駅北口土地区画整理事業特別会計補正予
算（第 3 号）

可決 ○ ○ × ○ × ○

議員提出
議案 7-1 あきる野市公共交通に関する条例 可決 ○ ○ × 退席 × ×

陳情 7-1 原油・物価及びエネルギー価格等高騰に伴う
中小企業支援策の実施を求める陳情書 不採択 × × ○ ○ ○ ○

主な議案等に対する会派の賛否一覧

○：賛成　　×：反対※　議長は賛否に加わらない。

国
民
健
康
保
険
税
率
を
引
き
上
げ
ま
す
。
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市長から令和７年度の予算案が提案され、３月１７日・１８日の２日間、予算特別委員会を開催し、
皆さんに納めていただく税金の使い道を審査しました。その結果、本会議において全ての予算案が
提案どおり可決され、令和７年度の税金の使い道が決まりました。予算特別委員会での質疑の内容
の一部を紹介します。

税金の使い道について質問しました。
令和７年度予算案をチェック

※下水道事業会計の予算の規模は、支出予算の総額として表記しています。

※ 金額は、表示単位未満を切り捨てしており、端数処理の関係で、合計数
値が合わないことがあります。

（※千円以下切り捨て）

一般会計 379 億 2535 万円

特別会計

国民健康保険 82 億 2112 万円

後期高齢者医療 27 億 5639 万円

介護保険 79 億 6852 万円

戸倉財産区 448 万円

テレビ共同受信事業 4184 万円

秋多都市計画事業武蔵引田駅北口土地区画整理事業 13 億 6157 万円

公営企業会計

下水道事業 42 億 9859 万円

合計 625 億 7788 万円

令和７年度会計別予算

産後家事・育児支援事業経費（民生費）
487万円

プレミアム付商品券事業経費（商工費）
4200万円

文書事務経費（総務費）
3418万円

がん検診事業経費（衛生費）
１億4390万円

移住・定住促進事業経費（総務費）
676万円

事業の周知が十分でない
との声を聞いたが、更な
る周知についての見解は。
現在は、母子健康手帳交
付時の面談、妊娠８か月
時のアンケート及び新生
児訪問において事業の紹
介をしているが、更に４か月検診やこんにち
は赤ちゃん訪問等でも周知が行き届くように
努める。また、1歳未満の乳児が関わる子育
てひろば等の委託先にも周知を依頼し、申請
については電話での相談にも対応するように
したい。

がん治療による外見の変
化に対するアピアランス
ケア用品は、医療用ウィッ
グや胸部補整具等様々な
ものがあるが、費用助成
の内容は。
外見の変化により購入ま
たは借受けをした人に対して助成する。医療
用ウィッグ、毛付き帽子、人工乳房や補正下
着などが対象。１回１万円上限、同一の人か
らの申請は２回まで。がん治療を確認できる
書類やケア用品の購入等が分かる書類等を添
付してもらう予定。

具体的な要件やルールは。
必要書類の添付のほか、購入又は借受けした
日から１年以内に申請してもらう。一生涯に
２回となる。

令和６年度の市内案内の
実施回数と移住・定住に
つながった人数は。
市内案内は、年度末まで
の予約を含め63回を見
込んでいる。移住・定住
施策による移住者は、11
組23人。
令和７年度の移住・定住の取組は。
武蔵五日市駅前の拠点施設フレア五日市での
移住・定住相談窓口の新設、移住イベントへ
の新たな出展を考えている。

移住者を対象に、移住・定住コンシェルジュ
に委嘱するとのことだが、活動内容は。
10組20人を委嘱する予定。主な活動内容は
移住・定住イベントへの参加、移住希望者に
対する移住支援などを想定している。

令和３年度と令和４年度
に実施しているが、令和
７年度との違いは。
令和３年度、４年度は、
スマートフォン型とプリ
ペイドカード型の２種類
であったが、今回は、ス
マートフォン型のみとなる。また、大型店な
ど全ての取扱店で利用できるＡ券と大型店を
除くＢ券を用意したが、今回はＢ券のみにな
る。更に１口１万円で１万３千円分であった
が、５千円で６千５百円分の予定。

Ｂ券のみと、１口５千円に変えた理由は。
地域の個店の活性化と最低購入額を低くし、
購入しやすくした。

新年度から文書管理シス
テムの本格運用が始まる
が、準備状況は。
８月１日に予定している
システムの本格稼働まで
に運用ルールの整備や例
規の改正を行う。

文書の保存年限の見直しに伴い、永久保存の
文書が増加することになった場合、文書管理
システムの容量に問題はないか。
十分な容量が確保されているので、問題はな
いものと考えている。

新学校給食センター共同整備事業経費（教育
費）６億4595万円

新学校給食センターの事
業費総額の見込みは。
約55億９千万円（配送車両
の費用を除く）を見込んで
いる。

あきる野市と日の出町の
イニシャルコストの負担割合は。
あきる野市が約65％、日の出町が約35％。

建設工事に係る契約時期や工期の予定は。
令和７年９月定例会議での契約議決を目標と
している。また、工期は21か月を見込んでいる。

09 ギカイの時間 ギカイの時間 08 



行財政改革の断行と市民福
祉の向上を目指す予算。市
公式 LINE の導入、分野を
横断した包括的支援、がん
患者のアピアランスケア補
助、団体への猫の不妊去勢
手術助成を評価。産後ケア、
未就園児預かり事業の予算
増額は育児負担軽減に重要
で推進を願う。地域公共交通はチョイソコ、るのバ
ス２台の本格運行、盆堀・深沢地域タクシー助成、
東秋留駅南口の折り返し場整備を評価し、持続可能
な取組を求める。学校給食費無償化の継続、新学校
給食センターの建設、小・中学校トイレの改修、物
価高騰対策のデジタル商品券事業、福祉・農林業者
支援、防犯対策の防犯機器購入補助を評価。子育て、
自治体 DX、脱炭素、防災対策に対応、市民の命と
暮らしを守る堅実な財政運営を期待。

公明党

原田議員

定例会議最終日に、予算特別委員会で審査した結果を堀江武史委員長が報告し、令和７年度一般会計
予算案の内容について、全会派が賛成又は反対の討論を行いました。討論の主な内容を掲載します。

このような理由で一般会計予算案に賛成・反対しました。
令和７年度予算案をチェック

市税
117億9799万円
31.1％

都支出金
71億1633万円
18.8%地方交付税

52億6353万円
13.9%

市債
12億8280万円

3.4%

地方消費税交付金
19億9985万円

5.3%

繰入金
5億7255万円

　1.5%
使用料及び手数料
4億5362万円　1.2%

諸収入
6億8303万円

1.8%

一般会計歳入
379億2535万円

一般会計歳出
379億2535万円

その他
22億9781万円
6.0%

民生費
178億7054万円
47.1%

衛生費
38億2592万円

10.1%

総務費
36億5442万円

9.6%

土木費
23億3750万円

6.2%

公債費
21億6138万円

5.7%

教育費
51億3749万円
13.5%

国庫支出金
64億5781万円
17.0%

消防費
12億1886万円

3.2%

その他
2億5041万円
0.7%商工費

6億7580万円
1.8%

農林水産業費
4億9776万円

　1.3%

議会費
2億9522万円
0.8%

※金額は、表示単位未満を切り捨てしており、端数処理の関係で、合計数値が合わないことがあります。

個人市民税は横ばい、市民
の暮らしは苦しいままの予
測。学校 14 校のトイレ改
修の計画が先送りに。新学
校給食センター建設は先送
りの言い訳にならない。積
極的に取り組むべき。18
歳以上の中等度難聴者支援
の取組を要望する。るのバス、チョイソコの本格導
入が始まる。要望の強い土日の運行は検討するべき。
公共施設の今後の在り方を検討する際、地域住民に
とって、どういう役割を果たしてきた施設なのか、
十分に考慮するべき。市民合意なく造られた五日市
駅前拠点施設が市民の利益になるのか疑問。巨大開
発の時代は過ぎ去っている。身の丈に合ったまちづ
くりこそ、考える必要がある。

日本共産党
あきる野市議団 

関口議員

反 対

中学生の貧血検査が廃止さ
れるとのこと。理由として
は、貧血の子が実際には少
なくなってきていること等
が挙げられた。ただ、検査
を希望する実績は対象者の
8 割以上にも上る。この機
会があることで、保護者や
本人の安心につながってい
たという面は確かにあったこと。ここで述べたいこ
とは、今後はさらに、望まれる事業だったとしても、
縮小していく、このようなことが、本市においては、
非常に多くなってくるということ。市長の施政方針
には、行財政改革の断行とある。そうであるならば
どうして、特別職の報酬が上がる議案が上程され、
それに対して、賛成と手を挙げることができるのか。
私にはどうしても理解、納得することはできない。

リ メ ン バ ー

しょうじ議員

物価高騰や厳しい財政状況
の中にあっても、本予算に
は子育て支援、地域交通、
公共施設整備、高齢者・障
がい者支援等、市民の暮ら
しを支える施策が数多く盛
り込まれ、会派からの要望
も着実に反映されている。
移住・定住促進事業におい
ては、相談件数や移住者の増加が見られ、フレア五
日市への窓口設置も予定されている。歳入では市税
やふるさと納税の増収、自主財源確保の努力が見ら
れる。歳出では教育・福祉・防災等の施策が適切に
計上されており、過去最大規模の予算として積極的
な政策展開が図られている。市制施行 30 周年、JR
五日市線開業 100 周年を契機とする持続可能なま
ちづくりの推進に資する予算案として、賛成する。

自 由 民 主 党
志 清 会

国松議員

賛 成

令和７年度一般会計予算
は、379 億 2535 万円で、
前年度比 33 億 5297 万円、
率にして 9.7% 増。歳入中
市税は前年度比 5 億 3592
万円、率にして4.8%増。国、
都支出金は児童手当給付、
私立保育所運営、学校給食
費無償化。市債は学校給食
センター整備、小・中学校の施設整備及び道路整備
事業を計上。市債残高は、一般会計、特別会計、公
営企業会計及び一部事務組合の合計で利子を含め
443 億 8400 万１千円を見込んでいる。臨時財政
対策債は、制度創設以来初めて発行額がなくなった
が、基準財政需用額、普通交付税の増加により財政
上の影響は生じない。歳出は、主要事業中新規、前
年度からの継続市単独事業 39 件 18 億 8493 万 6
千円。この厳しい財政状況の中で、多様化する課題
に重点的、効果的に対応している。

明 る い 未 来 を
創 る 会

清水議員

賛 成

財政調整基金の残高が約
11 億 7 千万円の厳しいス
タート。児童・生徒用タブ
レットの更新、情報システ
ムの標準化等に対し国の財
源保障が不十分。国策の押
しつけで多額の財政負担と
膨大な業務を抱え自治体は
疲弊している。現場が望ま
ない政策の押しつけに市は声を上げるべき。
一方、市長の政策判断としての事業には社会情勢に
対する認識の甘さを感じる。気候危機、人口減少等
の現代社会の危機を乗り越えるために公共の役割が
問われている。市民生活に不可欠な自治体の基本的
な業務を、個々の職員が心の余裕をもって果たせる
体制に立て直すことが喫緊の課題。移住・定住政策
は人口減少社会での人の取り合いに過ぎない。政策
の力点の置き方を見直すべき。

く さ し ぎ

辻議員

反 対

反 対

賛 成
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一
般
質
問

聞
い
て
み
た
い
な

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
の
全
て
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
議
会
」か
ら「
本
会
議
録
画
中
継
」を
検
索
す
る
か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

質
問
議
員      

人   

質
問
項
目      

件

19

51

児
童
・
生
徒
の
登
下
校
時
の
安

全
な
通
学
路
利
用
の
た
め
、
現

状
と
課
題
を
踏
ま
え
た
基
本
的

な
考
え
方
と
そ
の
取
組
は
。

通
学
路
の
安
全
確
保
に
は
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
や
地
域
の
人
々
の

防
犯
と
見
守
り
意
識
等
が
必
要
。

主
要
な
交
差
点
等
に
は
、
交
通

安
全
推
進
員
の
配
置
や
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
通

学
路
の
巡
回
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
な
ど
に
よ
り
安
全
な
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

各
地
域
で
児
童
・
生
徒
を
見

守
っ
て
い
る
が
、
連
携
や
課
題

整
理
な
ど
の
主
体
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
が
、
そ
ろ
い
の
ジ
ャ
ン
パ
ー

な
ど
の
実
費
程
度
の
負
担
を
検

討
し
て
は
い
か
が
か
。

地
域
の
人
々
は
学
校
と
情
報
共

有
し
自
主
的
に
見
守
り
を
し
て

い
る
。
活
動
時
の
制
服
な
ど
は
、

独
自
に
作
っ
て
い
る
地
域
も
あ

る
が
、
共
通
の
帽
子
や
腕
章
、

ベ
ス
ト
等
を
用
意
し
、
提
供
し

て
い
る
。

通
学
路
の
環
境
整
備
に
は
、
道

路
の
補
修
や
改
修
な
ど
の
ハ
ー

ド
面
や
安
全
教
育
や
見
守
り
な

ど
の
ソ
フ
ト
面
も
必
要
。
関
係

機
関
の
役
割
と
対
策
を
シ
ス
テ

ム
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
い
か
が
か
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

て
い
く
中
で
、
よ
り
安
全
性
の

高
い
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

他
に
農
業
振
興
地
域
の
在
り
方

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

通
学
路
に
関
す
る
環
境
整
備

に
つ
い
て

浦野　治光
（自民党志清会）

内
閣
府
は
昨
年
12
月
、
自
治
体

向
け
の
避
難
所
に
関
す
る
取
組

指
針
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
定

し
た
。
そ
こ
で
避
難
所
に
お
け

る
子
ど
も
へ
の
配
慮
と
い
う
点

で
伺
い
た
い
。
改
正
さ
れ
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
中
で
、
初
動
体
制
と

し
て
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス（
子
ど

も
の
遊
び
場
）や
学
習
の
た
め

の
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
を
検
討
す

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

今
回
の
改
正
は
、
過
去
の
災
害

で
の
経
験
を
反
映
さ
せ
た
も
の

で
、
避
難
者
か
ら
、
子
ど
も
が

安
心
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
遊
び

場
の
確
保
を
求
め
る
声
が
上

が
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

幼
児
が
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
で
き
る
か
な
ど
に
つ
い
て

は
、
施
設
ご
と
の
造
り
等
も
踏

ま
え
た
中
で
、
避
難
者
の
生
活

空
間
の
確
保
と
併
せ
て
考
え
て

い
く
。

子
ど
も
に
関
す
る
備
品
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

子
ど
も
が
、
普
段
の
生
活
に
近

い
環
境
で
い
ら
れ
る
た
め
に
は
、

お
も
ち
ゃ
な
ど
を
準
備
す
る
こ

と
も
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
が
避
難
所
生
活

に
飽
き
な
い
よ
う
、
避
難
用

グ
ッ
ズ
に
お
も
ち
ゃ
類
を
準
備

し
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効
と
考

え
る
。

他
に
関
係
人
口
、
有
料
ご
み
袋
、

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

避
難
所
に
つ
い
て

子籠　敏人
（自民党志清会）

桜
の
木
の
植
樹
は
、
地
域
の

人
々
も
熱
望
し
て
お
り
、
未
来

の
世
代
に
美
し
い
風
景
を
残
し
、

地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

秋
川
沿
い
の
遊
歩
道
に
桜
の
木

を
植
樹
し
、
未
来
の
花
見
を
楽

し
む
場
所
を
作
っ
て
は
い
か
が
か
。

秋
川
沿
い
の
桜
の
植
栽
延
長
は

約
2
千
百
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、

新
た
な
植
栽
に
つ
い
て
は
、
道

路
と
河
川
の
段
差
が
大
き
い
崖

地
や
洪
水
発
生
時
の
遊
水
池
と

な
る
よ
う
な
地
形
が
存
在
す
る

等
の
課
題
が
あ
り
、
遊
歩
道
の

改
良
等
が
必
要
。
河
川
管
理
上

の
災
害
や
堤
の
保
護
等
を
考
慮

し
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

秋
川
駅
南
口
も
桜
の
木
が
伐
採

さ
れ
、
現
在
２
本
の
み
と
な
っ

た
。
植
樹
し
て
も
ら
い
た
い
が

い
か
が
か
。

桜
は
街
路
樹
と
し
て
の
機
能
だ

け
で
は
な
く
、
自
治
会
や
商
店

会
の
親
睦
に
寄
与
す
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
維
持
管
理
を

考
慮
し
、
当
該
地
に
適
し
た
樹

種
の
検
討
を
含
め
、
自
治
会
や

商
店
会
と
の
協
議
を
継
続
し
、

植
樹
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

他
に
町
内
会
・
自
治
会
の
活
性

化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

桜
の
木
の
植
樹
に
つ
い
て

中村　一広
（自民党志清会）
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周
辺
地
区
は
市
街
化
区
域
編
入

の
検
討
対
象
に
入
っ
て
い
な
い
。

ま
ず
必
要
と
な
る
地
権
者
と
の

合
意
形
成
も
進
ん
で
い
な
い
と

い
う
事
実
に
間
違
い
な
い
か
。

そ
の
通
り
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
に
つ
い
て

は
、
高
校
設
立
時
に
植
え
ら
れ

た
こ
と
を
考
え
、
高
校
設
置
者

の
東
京
都
に
引
き
続
き
の
管
理

を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
が
植
樹
さ
れ
た

経
過
や
平
成
21
年
に
メ
タ
セ
コ

イ
ア
並
木
の
保
全
に
つ
い
て
都

に
要
望
を
行
っ
て
い
る
経
過
を

踏
ま
え
、
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

高
校
跡
地
の
市
街
化
区
域
編
入

に
向
け
た
計
画
に
つ
い
て
は
、

早
い
段
階
で
市
民
の
意
見
を
聴

く
場
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
。

可
能
な
範
囲
で
具
体
的
な
内
容

の
情
報
発
信
を
し
、
市
民
の
意

見
を
バ
ッ
ク
に
都
と
協
議
を
進

め
る
姿
勢
を
望
む
が
い
か
が
か
。

都
か
ら
は
、
様
々
な
自
治
体
と

の
協
議
の
事
例
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
方
針
策
定
ま
で
に
住
民
意

見
を
聞
く
場
の
必
要
性
に
つ
い

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
適

切
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

他
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
等
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

秋
川
高
校
跡
地
及
び
周
辺
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

辻　よし子
（くさしぎ）

今
年
度
東
京
都
が
、
高
齢
者
聞

こ
え
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
事
業
を
実
施
し
た
こ
と
で
、

令
和
６
年
11
月
時
点
で
23
区
11

市
２
村
が
補
聴
器
購
入
費
助
成

を
実
施
し
て
い
る
。

本
市
も
補
聴
器
購
入
費
助
成
を

早
急
に
行
う
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。

引
き
続
き
、
調
査
・
研
究
し
て

い
る
。

都
内
で
18
歳
以
上
を
助
成
対
象

と
し
た
自
治
体
名
と
、
そ
の
助

成
額
等
の
内
容
は
。

６
自
治
体
あ
り
、
要
件
は
医
師

か
ら
必
要
と
認
め
ら
れ
た
人
。

千
代
田
区
は
18
歳
未
満
も
含
め

た
全
年
齢
が
対
象
で
18
歳
以
上

に
所
得
要
件
が
あ
り
、
５
万
円
。

世
田
谷
区
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
で
５
万
円
。
立
川
市
、

三
鷹
市
、
調
布
市
、
狛
江
市
の

４
市
は
４
万
円
。
調
布
市
は
非

課
税
世
帯
が
対
象
、
他
の
３
市

は
所
得
要
件
が
あ
る
。

21
区
７
市
２
村
の
中
で
多
く
の

自
治
体
が
対
象
と
し
て
い
る
年

齢
分
類
、
ま
た
11
市
の
多
く
の

自
治
体
が
助
成
額
と
し
て
い
る

助
成
額
と
そ
の
自
治
体
数
は
。

21
区
７
市
２
村
の
う
ち
、
最
も

多
い
年
齢
分
類
は
65
歳
以
上
。

11
市
の
う
ち
８
市
が
４
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

他
に
歩
道
の
改
修
、
訪
問
介
護

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て

松本　ゆき子
（共産党）

永
田
橋
か
ら
氷
沢
橋
ま
で
の
歩

道
拡
張
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

東
京
都
に
よ
れ
ば
、
用
地
取
得

済
の
区
間
か
ら
整
備
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

用
地
買
収
の
状
況
に
合
わ
せ
、

歩
道
整
備
工
事
等
を
行
う
予
定
。

こ
の
道
路
は
児
童
・
生
徒
の
通

学
路
に
な
っ
て
い
る
が
、
正
規

の
歩
道
が
な
い
。
何
度
も
ひ

や
っ
と
し
た
現
場
を
見
て
い
る
。

早
期
に
歩
道
の
拡
幅
工
事
を
進

め
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る
。

市
の
見
解
は
。

都
と
連
絡
調
整
を
行
う
中
で
、

今
後
の
整
備
の
見
通
し
を
確
認

す
る
。
要
望
に
つ
い
て
は
、
都

に
伝
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
検

討
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

今
後
の
進
捗
状
況
に
合
わ
せ
て
、

地
域
住
民
へ
の
説
明
会
な
ど
は

予
定
さ
れ
て
い
る
か
。

現
時
点
で
、
都
か
ら
説
明
会
を

開
催
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
聞

い
て
い
な
い
。

交
通
量
の
多
い
交
差
点
な
ど
に

見
守
り
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
市
の
見
解
は
。

現
在
、
交
通
量
の
多
い
主
要
な

交
差
点
等
35
か
所
に
交
通
安
全

推
進
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
に
は
地

域
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
協
力
を
得
な

が
ら
通
学
路
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
く
。

他
に
平
和
の
取
組
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て

関口　えり子
（共産党）

老
朽
化
し
た
管
理
不
全
の
空
き

家
は
倒
壊
や
火
災
、
不
法
侵
入

や
動
物
の
住
処
に
な
る
な
ど
の

危
険
を
伴
う
状
況
で
、
景
観
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。

現
在
市
が
把
握
し
て
い
る
空
き

家
の
分
類
基
準
と
そ
れ
ぞ
れ
の

集
計
結
果
は
。

利
活
用
や
適
切
な
管
理
の
視
点

で
不
良
度
を
判
定
。
結
果
は
、

良
好
が
１
０
７
棟
、
や
や
不
良

が
３
９
９
棟
、
不
良
が
91
棟
、

除
却
が
必
要
な
不
良
が
28
棟
、

外
観
か
ら
判
定
困
難
が
56
棟
。

特※

定
空
き
家
と
し
て
認
定
す
る

ま
で
に
要
す
る
時
間
は
。

行
政
指
導
、
勧
告
、
命
令
そ
し

て
代
執
行
ま
で
の
一
連
の
手
続

の
必
要
性
を
勘
案
し
認
定
す
る

た
め
、
順
調
に
い
っ
て
も
１
年

程
度
の
期
間
を
要
す
る
。

特
定
空
き
家
に
認
定
さ
れ
る
前

の
段
階
で
、
所
有
者
に
対
す
る

積
極
的
な
事
前
通
知
や
指
導
な

ど
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

管
理
不
全
な
空
き
家
に
関
す
る

情
報
提
供
や
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
現
地
を
確
認
し
、
所
有

者
等
に
向
け
、
現
地
の
写
真
や

必
要
な
改
善
内
容
の
指
摘
に
よ

り
改
善
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

他
に
地
域
経
済
の
活
性
化
と
、

市
の
魅
力
発
信
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

危
険
な
空
き
家
対
策
に

つ
い
て

村野　栄一
（自民党志清会）

※特定空き家　法律に基づき周囲への危険があると判断された空き家
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本
市
に
は
、
約
４
千
４
百
頭
の

犬
の
登
録
件
数
が
あ
り
、
人
口

比
率
で
は
都
内
上
位
で
、
犬
や

猫
と
一
緒
に
住
み
や
す
い
環
境

に
あ
る
。
東
京
都
獣
医
師
会
で

は
、
平
成
30
年
度
よ
り
、
犬
猫

の
適
正
飼
育
や
終
生
飼
養
を
普

及
啓
発
し
、
動
物
愛
護
に
関
わ

る
意
識
向
上
を
図
る
目
的
と
し

て
、
長
寿
犬
・
長
寿
猫
と
そ
の

飼
い
主
を
表
彰
し
て
い
る
。
本

市
で
も
獣
医
師
会
と
連
携
し
表

彰
し
て
は
ど
う
か
。

犬
猫
の
適
正
飼
育
及
び
終
生
飼

養
の
普
及
・
啓
発
の
観
点
か
ら
、

有
意
義
な
取
組
で
あ
る
の
で
、

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

具
体
に
は
、
市
制
施
行
30
周
年

記
念
事
業
と
し
て
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
の
実
施
に
向
け
て
調

整
し
て
い
く
。
ま
た
、
表
彰
基

準
等
に
つ
い
て
は
、
獣
医
師
会

に
意
見
を
聴
く
と
と
も
に
、
飼

い
猫
の
年
齢
等
の
把
握
に
つ
い

て
、
協
力
を
求
め
て
い
く
。

市
制
施
行
30
周
年
記
念
事
業
と

し
て
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
ど

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
か
。

あ
き
る
野
夏
ま
つ
り
、
健
康
の

つ
ど
い
、
産
業
祭
の
い
ず
れ
か

を
想
定
し
、
担
当
課
等
と
調
整

し
て
い
く
。

長
寿
犬
・
長
寿
猫
の
対
象
は
、

一
括
し
て
年
齢
で
区
切
る
の
か
。

他
市
の
事
例
を
参
考
に
、
対
象

年
齢
に
つ
い
て
獣
医
師
会
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。

他
に
川
の
日
の
取
組
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

長
寿
犬
・
長
寿
猫
の
表
彰
に

つ
い
て

堀江　武史
（自民党志清会）

地
域
公
共
交
通
協
議
会
に
お
い

て
、
る
の
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更

に
伴
う
雨
間
南
郷
地
区
と
草
花

台
パ
ー
ク
ハ
イ
ツ
の
運
行
休
止

案
が
提
案
さ
れ
た
。

E
V
車
へ
の
買
替
に
よ
り
走

行
可
能
距
離
が
減
る
た
め
の
一

部
運
行
休
止
。
E
V
車
で
あ

る
必
要
性
は
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
挑

戦
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
、
西
東

京
バ
ス
の
C※

S
R
の
取
組
と

し
て
環
境
保
全
へ
の
取
組
を
掲

げ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
判
断
。

故
障
箇
所
の
特
定
、
修
繕
等
の

対
応
も
速
や
か
に
行
え
る
。

休
止
す
る
と
し
た
ら
代
替
手
段

が
必
要
に
な
る
。
考
え
て
い
る

方
法
は
。

代
替
手
段
の
在
り
方
は
今
後
の

検
討
課
題
。
デ
マ
ン
ド
交
通
で

の
対
応
、
費
用
に
つ
い
て
も
検

討
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
る
の
バ
ス
の
台

数
を
３
台
に
し
、
現
行
の
地
域

を
維
持
し
つ
つ
、
全
体
の
ル
ー

ト
の
再
編
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

る
の
バ
ス
再
編
案
に
は
乗
務
員

等
の
確
保
が
さ
ら
に
困
難
な
状

況
に
あ
る
こ
と
へ
の
対
応
も
含

ま
れ
る
。
運
行
休
止
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
も
踏
ま

え
た
新
た
な
ル
ー
ト
の
追
加
も

行
い
な
が
ら
、
全
体
の
ル
ー
ト

の
再
編
案
と
し
て
現
時
点
に
お

い
て
示
し
て
い
る
。

他
に
武
蔵
引
田
駅
北
口
土
地
区

画
整
理
事
業
に
つ
い
て
質
問
し

た
。

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

たばたあずみ
（共産党）

全
国
的
に
公
務
員
志
望
者
の
減

少
や
若
手
職
員
の
離
職
増
加
が

進
む
中
、
本
市
に
お
い
て
も
職

員
の
年
齢
別
構
成
や
管
理
職
の

担
い
手
不
足
が
課
題
と
考
え
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
人
材

確
保
と
適
正
な
職
員
管
理
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

現
在
の
本
市
の
職
員
の
年
齢
別

構
成
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
管
理

職
不
足
の
課
題
の
認
識
は
。

管
理
職
を
担
う
40
歳
代
半
ば
の

職
員
が
少
な
く
、
年
齢
構
成
の

偏
り
は
、
組
織
内
で
の
知
識
や

経
験
の
継
承
に
支
障
を
来
す
。

ま
た
、
管
理
職
の
担
い
手
不
足

は
市
政
運
営
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
す
と
認
識
。
次
世
代
の
人

材
育
成
を
進
め
、
昇
任
試
験
制

度
の
在
り
方
も
検
討
す
る
。

今
後
の
人
材
確
保
と
管
理
職
の

育
成
・
登
用
に
向
け
た
具
体
的

な
取
組
は
。

今
年
度
は
経
験
者
採
用
の
年
齢

上
限
を
45
歳
ま
で
引
き
上
げ
た
。

所
属
長
に
よ
る
人
材
育
成
推
進

計
画
・
実
施
報
告
事
業
を
継
続

的
に
実
施
し
て
い
る
。

昇
任
試
験
制
度
の
在
り
方
を
検

討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
い
る
か
。

係
長
職
の
職
員
か
ら
、
選
考
に

よ
っ
て
課
長
補
佐
の
職
に
昇
任

さ
せ
、
一
定
期
間
、
課
長
が
行

う
職
務
を
補
佐
す
る
中
で
、
管

理
職
に
登
用
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。

職
員
構
成
に
つ
い
て

国松まさき
（自民党志清会）

令
和
６
年
度
の
秋
か
ら
冬
に
か

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、

市
内
小
・
中
学
校
で
学
級
閉
鎖

や
学
年
閉
鎖
が
相
次
い
で
い
る

と
聞
い
て
い
る
。

今
年
度
、
学
校
に
お
い
て
流
行

し
て
い
る
主
な
感
染
症
ウ
イ
ル

ス
の
種
類
は
。

令
和
６
年
度
に
児
童
・
生
徒
が

罹
患
し
た
感
染
症
の
ほ
と
ん
ど

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
第
２
類
で
あ
っ
た
頃
と
比
較

し
、
今
年
度
の
感
染
症
の
状
況

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

第
２
類
感
染
症
に
分
類
さ
れ
て

い
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾
患
と
し
て
保

健
所
に
報
告
し
た
学
級
閉
鎖
は

な
い
が
、
第
５
類
感
染
症
に
移

行
し
た
令
和
５
年
度
の
学
級
閉

鎖
件
数
は
、
年
間
で
２
０
２
学

級
、
令
和
６
年
度
は
、
令
和
７

年
２
月
末
時
点
で
計
27
学
級
と

な
っ
て
い
る
。

学
年
末
に
当
た
っ
て
学
級
閉
鎖

や
学
年
閉
鎖
の
影
響
は
な
い
の
か
。

本
年
１
月
下
旬
以
降
、
学
級
閉

鎖
の
報
告
が
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
や
、
例
年
３
月
以
降
、
感
染

者
数
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
時
点
で
は
、
学
習
活
動

へ
影
響
が
及
ぶ
よ
う
な
状
況
が

生
じ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

他
に
都
道
１
６
５
号
伊
奈
福
生

線
の
進
捗
状
況
、
網
代
橋
撤
去

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

感
染
症
に
よ
る
学
級
閉
鎖
の

現
状
に
つ
い
て

よしざわゆたか
（自民党志清会）

※ＣＳＲ　Corporate Social Responsibilityの略。企業が社会や環境への配慮をしながら企業活動を行うこと。
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子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
十
分
に

聴
い
た
施
策
の
推
進
、
切
れ
目

な
い
子
育
て
・
教
育
支
援
の
充

実
が
健
全
な
成
長
と
発
達
に
不

可
欠
で
あ
る
。

発
達
に
関
す
る
課
題
に
は
、
５

歳
児
健
診
の
実
施
が
有
効
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

５
歳
児
健
診
の
必
要
性
を
認
識

し
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
情
報
を

確
認
。
今
後
、
医
師
会
と
も
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

幼
保
小
の
連
携
、
架※

け
橋
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
推
進
に
つ
い
て
、
進

捗
や
具
体
的
な
取
組
は
。

今
年
度
は
実
務
者
会
議
で
連
携

強
化
の
情
報
交
換
を
実
施
。
７

年
度
は
就
学
前
の
施
設
で
の
遊

び
や
生
活
を
通
し
た
学
び
と
育

ち
を
基
礎
と
し
た
ス
タ
ー
ト
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

こ
ど
も
計
画
策
定
も
含
め
た
、

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
取
組
は
。

計
画
策
定
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
小
学
５
年
生
、
中
学
２
年
生
、

15
歳
か
ら
29
歳
ま
で
を
対
象
に

実
施
。
意
見
が
多
く
で
る
よ
う

ウ
ェ
ブ
回
答
も
可
能
と
し
た
。

今
後
の
意
見
を
聴
く
予
定
は
。

公
立
保
育
園
の
５
歳
児
ク
ラ
ス
、

学
習
・
生
活
支
援
事
業
や
学
童

ク
ラ
ブ
で
予
定
。
そ
の
他
の
年

代
の
意
見
聴
取
も
今
後
、
実
施

方
法
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他
に
誰
も
が
安
心
し
て
搾
乳
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
、
市
民
生

活
を
守
る
た
め
の
包
括
的
支
援

体
制
の
強
化
、
平
和
へ
の
取
組

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
に
向
け
た
施
策
に
つ
い
て

原田ひろこ
（公明党）

バ
ス
停
周
辺
に
ベ
ン
チ
や
屋
根

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

風
雨
や
暑
さ
、
寒
さ
に
さ
ら
さ

れ
る
な
ど
、
快
適
性
に
欠
け
る

状
況
が
あ
る
。

安
全
性
や
快
適
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
改
善
計
画
は
。

策
定
中
の
地
域
公
共
交
通
計
画

の
安
全
・
安
心
な
公
共
交
通
利

用
環
境
の
構
築
の
施
策
の
中
で
、

停
留
所
の
ベ
ン
チ
や
上
屋
の
整

備
・
改
善
な
ど
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

今
後
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る

武
蔵
引
田
駅
北
口
駅
前
広
場
や

東
秋
留
駅
南
口
の
折
り
返
し
場

な
ど
に
上
屋
な
ど
が
整
備
さ
れ

る
予
定
は
。

そ
れ
ら
の
整
備
の
一
環
で
バ
ス

停
上
屋
及
び
ベ
ン
チ
の
設
置
を

予
定
し
て
い
る
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
停
留
所
に
つ
い
て

の
考
え
方
は
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は
待
ち
時
間
が

生
じ
る
バ
ス
と
は
異
な
り
、
利

用
者
か
ら
の
予
約
に
基
づ
き
利

用
時
間
が
決
定
さ
れ
る
。
地
域

か
ら
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
停

留
所
の
追
加
に
向
け
た
調
整
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
こ
と
で
よ

り
快
適
な
利
用
環
境
が
確
保
さ

れ
る
も
の
と
考
え
る
。

他
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

取
組
、
民
生
・
児
童
委
員
活
動

の
推
進
、
電
子
図
書
館
の
導
入

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

快
適
な
バ
ス
待
ち
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

大久保　昌代
（公明党）

令
和
７
年
度
の
教
育
方
針
に
お

い
て
、い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
も
が
学
び
、
情
報
が
活
用

で
き
る
図
書
館
の
実
現
を
目
指

す
と
あ
っ
た
。

当
市
で
の
コ
ミ
ッ
ク
の
取
扱
い

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
決
ま

り
ご
と
が
あ
る
の
か
。

あ
き
る
野
市
図
書
館
資
料
収
集

要
領
に
基
づ
き
基
準
を
定
め
、

選
定
を
行
っ
て
い
る
。
漫
画
、

コ
ミ
ッ
ク
は
積
極
的
に
収
集
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
市
民
か

ら
要
望
が
あ
り
、
す
で
に
完
結

し
て
い
る
も
の
で
、
誰
も
が

知
っ
て
い
る
等
、
広
く
市
民
に

評
価
さ
れ
て
い
る
作
品
か
ら
選

定
す
る
と
し
て
い
る
。

あ
き
る
野
市
出
身
、
市
内
で
活

躍
し
て
い
る
作
家
の
作
品
展
示

を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
取
組
か
。

市
内
在
住
、
本
市
出
身
の
作
家

の
作
品
を
展
示
し
、
市
民
に

知
っ
て
も
ら
い
、
本
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
制

施
行
30
周
年
事
業
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
図
書
館
全
４
館
に

作
品
の
展
示
を
計
画
し
て
い
る
。

市
制
施
行
30
周
年
事
業
後
の
展

開
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検

討
を
し
て
い
る
の
か
。

今
後
も
あ
き
る
野
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
作
家
の
展
示
等
も
考
え

て
い
る
。

他
に
子
ど
も
へ
の
特
殊
詐
欺
防

止
教
育
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

図
書
館
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

ひはら　省吾
（自民党志清会）

令
和
５
年
12
月
定
例
会
議
で
質

問
し
た
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
づ
く
り
の
取
組
の
一

つ
で
あ
る
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
そ
の
後
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

未
設
置
校
で
あ
っ
た
前
田
小
学

校
の
状
況
は
。

前
田
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
人
々
や
学
校
に
協
力
を
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
運
営

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
安
全
管

理
員
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
に
よ
り
10
月
23
日
に
開
設
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
毎
週
水
曜

日
を
活
動
日
と
し
、
設
置
し
た

当
初
は
20
人
だ
っ
た
児
童
数
が
、

令
和
6
年
12
月
末
現
在
で
67
人

と
な
っ
て
い
る
。

暑
さ
で
活
動
で
き
な
い
時
期
の

状
況
は
。

登
録
児
童
数
の
多
い
学
校
に
お

い
て
夏
季
休
業
期
間
を
除
く
６

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
水
曜

日
に
加
え
、
も
う
１
日
活
動
日

を
設
け
実
施
し
た
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
活
動
時

間
、
活
動
場
所
、
活
動
内
容
は
。

活
動
時
間
は
下
校
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
。
活
動
場
所
は
体
育

館
、
校
庭
、
特
別
教
室
等
。
内

容
は
自
由
遊
び
と
な
る
が
、
宿

題
を
や
る
児
童
な
ど
様
々
に
な
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

状
況
に
つ
い
て

窪島　成一
（自民党志清会）

※架け橋プログラム　 架け橋期（５歳児から小学校１年生までの２年間）の教育の充実を推進する全国的な
取組のこと。
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基
本
的
な
方
針
の
考
え
方
及
び

市
民
生
活
と
市
を
取
り
巻
く
諸

課
題
の
把
握
と
そ
の
対
応
に
向

け
た
取
組
は
。

方
針
の
基
本
的
考
え
と
し
て
は
、

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
市

民
や
事
業
者
へ
の
支
援
、
人
口

減
少
対
策
と
地
域
経
済
の
活
性

化
、
行
財
政
改
革
の
断
行
。
対

応
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、

防
犯
機
器
購
入
、
が
ん
患
者
へ

の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
支
援
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
行
財
政
改
革

に
深
く
関
わ
る
の
か
。

行
財
政
改
革
の
7
つ
の
推
進
項

目
の
１
つ
が
Ｄ
Ｘ
推
進
。
例
え

ば
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
推
進
で
事
務
の
効
率
化
、
経

費
削
減
、
市
民
の
利
便
性
向
上

に
よ
り
、
行
財
政
改
革
が
進
む
。

第
２
次
総
合
計
画
等
を
踏
ま
え

た
基
本
施
策
中
、
公
共
施
設
等

の
総
合
管
理
に
つ
い
て
、
１
３

６
施
設
の
再
編
等
に
関
す
る
実

施
計
画
の
策
定
は
。

96
施
設
は
、
令
和
５
年
度
末
に

計
画
策
定
。
そ
の
ほ
か
40
施
設

は
、
令
和
７
年
度
中
に
実
施
計

画
を
策
定
し
、
順
次
、
再
編
等

に
着
手
。

令
和
７
年
度
施
政
方
針
に

つ
い
て

清水　晃
（明るい未来）

各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
指
導
監
査

や
第
三
者
評
価
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。
行
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
。

行
っ
て
い
な
い
。
日
常
業
務
を

通
じ
て
、
必
要
な
助
言
、
指
導

等
を
行
っ
て
い
る
。

東
京
都
の
認
証
学
童
ク
ラ
ブ
制

度
で
は
第
三
者
評
価
を
基
本
に

し
て
い
る
。
他
自
治
体
で
は
第

三
者
評
価
を
受
け
て
い
る
学
童

ク
ラ
ブ
も
あ
る
。
本
市
で
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
三
者

評
価
を
受
け
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

制
度
は
、
一
般
的
な
第
三
者
評

価
よ
り
も
評
価
項
目
を
増
や
し

実
施
す
る
東
京
都
福
祉
サ
ー
ビ

ス
第
三
者
評
価
を
受
審
す
る
こ

と
が
要
件
。
メ
リ
ッ
ト
は
事
業

者
の
施
設
運
営
等
の
公
表
に
よ

り
、
利
用
者
が
利
用
施
設
を
選

択
で
き
る
こ
と
や
事
業
者
の

サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
す
る
こ

と
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
第
三
者
評

価
を
受
け
る
た
め
の
事
務
作
業

時
間
や
財
政
的
な
負
担
な
ど
。

都
は
令
和
７
年
度
予
算
に
認
証

学
童
ク
ラ
ブ
制
度
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
本
市
で
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

都
の
制
度
を
導
入
す
る
と
専
用

区
画
の
拡
大
に
伴
う
待
機
児
童

の
発
生
や
支
援
員
確
保
の
課
題

が
生
じ
る
。
引
き
続
き
、
待
機

児
童
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

都
制
度
の
導
入
の
効
果
と
課
題

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
質
の
向
上
に

つ
い
て

中村のりひと
（明るい未来）

職
員
が
メ
ン
タ
ル
に
不
調
を
感

じ
た
際
、
心
理
の
有
資
格
者
に

相
談
で
き
る
。
そ
の
意
義
は
。

心
の
悩
み
を
抱
え
る
職
員
に
対

し
、
同
僚
や
上
司
と
は
異
な
っ

た
専
門
職
と
し
て
、
客
観
的
な

視
点
で
相
談
を
受
け
、
助
言
が

で
き
る
な
ど
、
意
義
あ
る
も
の

と
認
識
す
る
。

市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
と

い
っ
た
具
合
に
、
市
民
誰
も
が

心
理
の
専
門
職
に
相
談
で
き
る

機
会
は
あ
る
の
か
。

正
規
職
員
の
心
理
の
専
門
職
は

配
置
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の

機
会
は
な
い
と
言
え
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も
た
ち

の
中
に
は
、
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
な
い
親
に
会
い
た
い
と
い
っ

た
思
い
を
抱
え
る
子
が
い
る
。

そ
の
際
の
再
会
や
交
流
を
支
援

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
へ
の
支
援

は
ど
う
行
い
、
心
理
の
専
門
職

は
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
。

離
婚
等
の
際
の
父
母
間
の
取
り

決
め
に
よ
り
行
う
。
取
り
決
め

が
守
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

法
的
に
履
行
確
保
の
手
続
等
が

必
要
に
な
る
た
め
、
法
テ
ラ
ス

や
市
民
相
談
を
案
内
し
て
い
る
。

ま
た
、
父
母
間
だ
け
で
、
親
子

交
流
を
進
め
る
こ
と
に
不
安
や

困
難
が
あ
る
場
合
に
は
、
東
京

都
の
親
子
交
流
相
談
窓
口
を
紹

介
し
て
い
る
が
、
市
で
は
心
理

の
専
門
職
が
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。

他
に
豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た

ま
ち
、
予
算
編
成
、
東
京
都
認

証
学
童
ク
ラ
ブ
制
度
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

心
理
専
門
職
の
重
要
性
に

つ
い
て

しょうじ さとし
（リメンバー）

五
日
市
小
学
校
で
は
、
昨
年
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
保
護
者
が
決
め
た
こ
と

と
は
い
え
、
歴
史
あ
る
小
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
簡
単
に
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
。

五
日
市
小
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し

て
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い

る
の
か
。

地
域
や
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
か

ら
問
合
せ
が
あ
っ
た
た
め
、
当

該
校
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
解
散
に
至
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
解
散
に

よ
り
、
学
校
や
保
護
者
と
の
連

携
に
生
じ
る
課
題
等
に
つ
い
て
、

事
前
に
ど
の
よ
う
な
検
討
が
さ

れ
た
か
確
認
し
、
大
き
な
影
響

が
出
な
い
よ
う
助
言
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、

学
校
運
営
や
保
護
者
の
協
力
体

制
に
影
響
は
出
て
い
な
い
の
か
。

こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
担
っ

て
き
た
事
務
局
の
機
能
を
副
校

長
が
行
っ
て
い
る
た
め
、
負
担

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
捉
え

て
い
る
。

他
の
小
学
校
で
も
同
様
の
動
き

が
あ
る
場
合
、
市
と
し
て
何
か

支
援
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
義
や
役
割
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
各
学
校
に
対

し
、
保
護
者
と
学
校
が
子
ど
も

た
ち
へ
よ
り
よ
い
教
育
の
た
め

に
互
い
に
協
力
で
き
る
よ
う
助

言
し
て
い
く
。

他
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
補
助

事
業
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て

天野　正昭
（自民党志清会）
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議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

令
和
７
年
３
月
定
例
会
議
の
最
終
日
に
議
員
定
数
に
関
す
る

特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
動
議
が
提
出
さ
れ
、
議
員
全
員

が
賛
成
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

【
委
員
長
】　
子
籠
敏
人　

【
副
委
員
長
】　
増
﨑
俊
宏

【
委　
　
員
】　 

国
松
ま
さ
き　
　
し
ょ
う
じ
さ
と
し 

た
ば
た
あ
ず
み　
辻
よ
し
子　

 

中
村
一
広　
　
　
中
村
の
り
ひ
と

特
別
委
員
会
の
開
催
日
程
等
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
を
行
い
ま
し
た

令
和
７
年
第
１
回
臨
時
会
議
に
お
い
て
、
大
久
保
昌
代
議
員

に
代
わ
り
、
原
田
ひ
ろ
こ
議
員
を
議
会
運
営
委
員
会
委
員
に

選
任
し
ま
し
た
。

あきる野市議会活動レポート
議員研修会 秋川流域市町村議会議員大会（意見発表会）

公共交通に関する研修を１月30日及び３月
28日に行いました。
・１月30日　 「持続可能な地域構造と公共交

通の役割」
　講師　東京都立大学教授　饗

あい
庭
ば

 伸
しん

氏
・ ３月28日　 「まちづくりの視点から、これ

からの地域交通を考える」
　講師　名古屋大学客員教授　安

あん
藤
どう

章
あきら

氏

あきる野市、日の出町、檜原村の議会で構
成される秋川流域市町村議会正副議長会主
催の議員による意見発表会が２月６日に檜
原村役場で行われ、本市議会からは、関口
えり子議員、中村一広議員、原田ひろこ議
員が意見発表を行いました。

Topics  Topics 
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